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村上春樹とイタリア、このタイトルでのアプローチは以前から考察してみたいテーマだった。それ













































































































































































































































































































































































































































 以下は『村上春樹、河合隼雄に会いにいく』（岩波書店、1996年 12 月）からの引用である。 
 村上 ぼくは小説を書いていて、ふだんは思わないですけれども、死者の力を非常によく感じ
ることがあるんです。小説を書くというのは、黄泉国へ行くという感覚に非常に近い感じがする
 117 
のです。それは、ある意味では自分の死というのを先取りするということかもしれないと、小説
を書いていてふと感じることがあるのですね。 
河合 人間はいろいろに病んでいるわけですが、そのいちばん根本にあるのは人間は死ぬと
いうことですよ。おそらくほかの動物は知らないと思うのだけれど、人間だけは自分が死ぬとい
うことを、自分の人生観の中に取り入れて生きていかなければならない。それはある意味では病
んでいるのですね。 
そういうことを忘れている人は、あたかも病んでいないかのごとく生きているのだけれど
も、ほんとうを言うと、それはずっと課題なわけでしょう。 
だから、いろいろ方法はあるのだけれど、死後に行くはずのところを調べるなんてのはすご
くいい方法ですね。だから、黄泉国へ行って、それを見てくるということを何度もやっている
と、やがて自分もどこへ行ったらいいかとか、どう行くのかということがわかってくるでしょ
う。 
現代というか、近代は、死ぬということをなるべく考えないで生きることにものすごく集中
した、非常に珍しい時代ですね。（同 163～164頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
